








山手歯科クリニック　姫路南 【使用リブ：角山 415】

引戸をデザインする上で表面に見えてくる基本的な納まりや枠を見せない
ように表現したいと考えたとき、リブ材の凹凸を利用し建具と袖のパネル
が一体になるようにデザインしました。フレキシブルに対応できるリブ材
であれば様々な場面への応用も利く手法だと考えており、今回の賞をもっ
てその意図を評価していただけたことが大変嬉しいです。



神谷誠賞





“木素材の凹凸が纏う光と影”をテーマ に、明るく
爽やかな歩行者動線の流れを表現。
リブ材の折れ線形状纏う陰影により、地下鉄コン
コース～地上までの歩行者の流れを奥まで誘発
するような空間目指した。 
木目の温かみある色合いを目指し、 何度も調色の
ご協力を頂きまして、有難う御座 いました。



「haritts kodemma」
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